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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月25日(2017.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学反応生成物を形成するための渦巻き型電気化学電池であって、中心軸周りに巻き付
けられた少なくとも１対の電極対を備え、前記少なくとも１対の電極対がアノード及びカ
ソードであり、前記アノード及び前記カソードの一方又は両方が、ガス透過性且つ液体非
透過性である、電気化学電池。
【請求項２】
　前記電気化学電池が、電気合成電池又は電気エネルギー電池である、請求項１に記載の
電気化学電池。
【請求項３】
　前記電池が、非生物的に製造された化合物を利用している、請求項１又は２に記載の電
気化学電池。
【請求項４】
　前記アノードが、ガス拡散電極を備え、及び／又は
　前記カソードが、ガス拡散電極を備え、
　一つ又は複数の前記ガス拡散電極が、炭素及び／又はポリテトラフルオロエチレン（Ｐ
ＴＦＥ）から実質的に構成される、請求項１に記載の電気化学電池。
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【請求項５】
　ガス及び／又は流体輸送のために、前記アノードと前記カソードとの間に電極間流路を
さらに備える、請求項１に記載の電気化学電池。
【請求項６】
　２つのアノード並びにガス及び／又は流体輸送のための前記２つのアノード間のアノー
ド流路をさらに備える、請求項１～５のいずれか一項に記載の電気化学電池。
【請求項７】
　２つのカソード並びにガス及び／又は流体輸送のための前記２つのカソード間のカソー
ド流路をさらに備える、請求項１～６のいずれか一項に記載の電気化学電池。
【請求項８】
　前記流路が、少なくとも１つのスペーサによって少なくとも部分的に形成されている、
請求項５に記載の電気化学電池。
【請求項９】
　前記化学反応生成物又は化学反応物質が、前記流路を介して輸送される、請求項５に記
載の電気化学電池。
【請求項１０】
　液体電解質が、前記電極間流路を介して輸送される、請求項５に記載の電気化学電池。
【請求項１１】
　アノード流路を含んでいるアノードリーフ、及び／又はカソード流路を含んでいるカソ
ードリーフをさらに備え、電極間流路が、前記アノードリーフと前記カソードリーフとの
間に設けられており、前記リーフ及び前記流路が、前記中心軸周りに渦巻き状に巻き付け
られている、請求項１に記載の電気化学電池。
【請求項１２】
　前記中心軸のところに又は付近に配置されているコア素子をさらに備える、請求項１～
１１のいずれか一項に記載の電気化学電池。
【請求項１３】
　前記アノードリーフ及び前記カソードリーフが、コア素子の異なる外周位置のところで
前記中心軸のところに又は付近に配置されている前記コア素子に取り付けられている、請
求項１１に記載の電気化学電池。
【請求項１４】
　前記コア素子が、少なくとも１つのガス流路及び／又は少なくとも１つの流体流路を含
んでいる、請求項１２に記載の電気化学電池。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのガス流路が、前記コア素子の中心から外れている、請求項１４に
記載の電気化学電池。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの流体流路が、前記コア素子の中心から外れている、請求項１４に
記載の電気化学電池。
【請求項１７】
　前記電極間流路が、前記中心軸のところに又は付近に配置されているコア素子とガス連
通及び／又は流体連通しており、前記コア素子が、少なくとも１つのガス流路及び／又は
少なくとも１つの流体流路を含んでいる、請求項５に記載の電気化学電池。
【請求項１８】
　前記少なくとも１対の電極対のうちの１対又は複数対が、前記コア素子の導電性素子に
電気的に接続されている、請求項１２～１７のいずれか一項に記載の電気化学電池。
【請求項１９】
　前記中心軸から離れて配置されている外部素子をさらに備え、前記外部素子が、前記中
心軸の近くの端部とは反対であり、前記少なくとも１対の電極対のうちの１対又は複数対
の端部に又は端部の近くに取り付けられている、請求項１～１８のいずれか一項に記載の
電気化学電池。



(3) JP 2017-501542 A5 2017.9.7

【請求項２０】
　前記少なくとも１対の電極対のうちの１対又は複数対が、前記外部素子の導電性素子に
電気的に接続されている、請求項１９に記載の電気化学電池。
【請求項２１】
　前記コア素子が、前記中心軸に平行に長手方向に延びている、請求項１２に記載の電気
化学電池。
【請求項２２】
　前記外部素子が、前記中心軸に平行に長手方向に延びている、請求項１９に記載の電気
化学電池。
【請求項２３】
　前記導電性素子が、バスバーである、請求項１８又は２０に記載の電気化学電池。
【請求項２４】
　１つ又は複数の副バスバーが、前記少なくとも１対の電極対のうちの１対又は複数対に
電気的に接続されている、請求項１～２３のいずれか一項に記載の電気化学電池。
【請求項２５】
　前記１つ又は複数の副バスバーが、バスバーに電気的に接続されている、請求項２４に
記載の電気化学電池。
【請求項２６】
　前記１つ又は複数の副バスバーが、可撓性であり、前記電池内で渦巻き状に巻き付けら
れている、請求項２４に記載の電気化学電池。
【請求項２７】
　前記１つ又は複数の副バスバーが、前記電池の軸方向に延びている、請求項２４に記載
の電気化学電池。
【請求項２８】
　前記アノードの濡れ圧力又は泡立ち点が、０．２バールを超えている、請求項１に記載
の電気化学電池。
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